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スイス・チューリッヒ空港。待ち時間を情報収集に動いた。両替などもして諸準備を整えた。 

チューリッヒ空港は、ヨーロッパ中央部に位置している国際空港。ヨーロッパ各地にアクセスできる。 

乗り継ぎのため、バス待合ブースで待機。ウオッチングする余裕があった。体調も回復。 

 

トランジット、⾝体検査はするものの搭乗券のチェックはなかった。 

このバス待合所、リヨン（フランス）ジュセルドルフ（ドイツ）ワルシャワ（ポーランド）⾏き。 

⼀⼈旅、乗り間違えると⼤変。⾃分の⾝は⾃分で守る。⼀⼈旅の必要絶対条件。 

 

外観や服装だけではわからない。⼈相が良く⾒えない⼈もいる。まだまだ経験不⾜。仕⽅がない。 

それでも、どこの国の⼈だろうかとウオッチング。⽇本⼈は⾒かけない。⼈種様々。 

予感。⽇本のように安全が当たり前と錯覚していたら、とんでもない事件に遭遇するだろう。無事な旅を⼼がけたい。 

 

 

   

 

 

ポーランドの最⾼気温と最低気温。3 ⽉：５度とマイナス２度。4 ⽉：12 度と３度、5 ⽉：19 度と９度。 

ワルシャワ到着は、4 ⽉ 9 ⽇、時期と天候のせいなのか、印象は暗く、 

⼈々の眼の⾊も、⼼なし寂しく、鋭く感じた。経済⾯でも、ポーランドの中⼼地であるワルシャワ。 

 

貨幣はズウォティ、⽇本円で約 28 円。現地で調達。 

 

当時は、物乞いが⽬に⼊った。鉄格⼦の新聞スタンド。⼤資本のビルはあるものの、いささか寂しい。 

教会も⼈も多い。暗い印象が離れない。貧富の差、これが普通なのかもしれない。宿は、ワルシャワだけ⽇本で予約。 

安全のため少し⾼級ホテルを。上記はホテルの部屋からの眼下の夜景。 



到着後、気を取り直し、街に散策に出かけた。最新の注意を払ったのは⾔うまでもない。 

時差は８時間。⾝体が疲れるまで散策。旧市街の看板は⾯⽩く、写真に記録、いろいろコレクションできた。 

いつか別の機会にご紹介できたらと思っている。 

 

観光地、駅周辺には警察が⽬⽴ち事件の多さを予感させるには充分である。 

何事も体験。旧市街の王宮広場から⾺⾞に乗った。円形の砦バルバカン、中世の街並みも興味ふかく⾯⽩い。 

お商売の看板には興味があったので集中した。⾊彩も造形もデザインも⾯⽩い。 

 

⽇没は６時過ぎ。曇天で太陽がなく、午後３時頃から実にグルーミィ、憂鬱な気分になった。 

ラッキーにも、サラダバーが⽬に⽌まり、⼣⾷は、スープ、パン、サラダ、 

珍味も試⾷、ひととき楽しい時間を持つことができた。幸い好き嫌いがない。久楽には、⾷は旅の楽しみ。 

 

 

初⽇から歩き疲れて、⾜の裏にマメができた。仕事で来たのだから写真をと思うものの、 

素敵な記録に残したい被写体が⾒つからない状況。⼈にレンズを向けるのは、避けた⽅がいいと判断。 

その当時のワルシャワ、貧富の格差。鋭く、貧しく、危険を感じた次第。 

 

⽇本は平和ボケ？ 報道では、ワレサ議⻑の話を聞いている。当時のポーランドの状況は、 

その時の報道より進歩しておらず、建物、街並、⼈々の服装など印象が良くなかった。住⼈の笑顔も⾒られない。 

裏通りはなおさら。観光には特別の注意をはらう必要ありと感じた。 

 

レンタカーを予約していたので場所の確認と交通量の状況や右折左折、通⾏区分帯や道路状況をチェック。 

中⼼地での交通ルールや現場をウオッチングしているといろいろ判断材料が得られる。 

特に、駐⾞場や駐⾞の仕⽅、現場に⾏って確認、下調べを充分に。 

⾞は、オートマティックではない。ギアーチェンジのコラムシフト、経験があるが、慣れるまで⼤変。 

 

経済が安定していないと、すべてに影響することを痛感さされた。私は⽇本の敗戦後の体験者。 

⾃然が多くあっても、物を買うお⾦がないと⽣活できない。「⾐⾷たって礼節を知る」治安も不安定になるのは当然。 

⼤都会だけだろうか。地⽅に⾏けばどうか。農村地帯や海岸線に⾏けば…、想定すると不安。 

 

決して、過剰反応ではなかった。外務省ゴルゴ 13、10％の才能、20％の努⼒、30％の臆病さ。 

本来なら 40％の情報、ポーランド語はわからない。英語の案内は少ない。 

道路の案内板も地名だけは理解できるように。⾃分の⾝は⾃分で守る。そんな第⼀印象で旅が始まった。 


